
＜これからの予定＞                  まってま～す！ 

 

 
＊本館 小荷駄町７－１２   TEL 624-0822   FAX 624-0823 

     ・ホームページアドレス https://lib.city.yamagata.yamagata.jp/ 
     ・メ ー ル ア ド レ ス toshokan@city.yamagata-yamagata.lg.jp 

＊中央分館   アズ七日町５階 TEL ６３１－０１７０ 
＊東部分館   東部公⺠館１階      TEL ６３１－４０９０ 
＊北部分館   北部公⺠館１階      TEL ６４１－６２１５ 
＊霞城分館   霞城公⺠館１階      TEL ６４４－３３３２ 

    

★きくちえつろうさんと楽しむおはなし会 
☆と き 毎週水曜日 15:00-15:30 
       第４土曜日 15:00-15:30  
※２⽉ 11 日建国記念日はお休みです 
☆ところ 本館児童おはなしコーナー 
☆対象 幼児〜小学⽣ 

★絵本とあそぼう 
☆と き 毎週木曜日 10:30-11:00 
☆ところ 本館２階集会室   
☆対象 ０〜２歳 

★絵本とあそぼう＠中央分館 
☆と き 毎週第⼆⾦曜日 10:30-11:00 
☆ところ アズ七日町５階和室   
☆対象 ０〜２歳 

★おはなしの広場 10:30-11:00 
☆と き 2 ⽉ 15 日(日)・3 ⽉ 15 日(日)   
☆ところ 本館児童おはなしコーナー 
☆対象 3 歳〜小学⽣ 

★よみよみ隊 10:30-11:00 
☆と き 1 ⽉ 25 日(日)・2 ⽉ 22 日(日) 

3 ⽉ 29 日(日)    
☆ところ 本館児童おはなしコーナー 
☆対象 幼児〜小学⽣ 

★べにっこひろばでおはなし会 10:30-11:00 
☆と き 2 ⽉ 8 日(日)・3 ⽉ 8 日(日)   
☆ところ べにっこひろば   
☆対象 べにっこひろば利⽤者 

★おはなし会〜⽿からきく読書〜 15:00-15:30 
☆と き 2 ⽉ 7 日(土)・3 ⽉ 7 日(土)    
☆ところ 本館２階集会室  
☆対象 小学⽣以上 

 
 

★とんとんの楽しい人形劇 要申込 
☆と き 1 ⽉ 24 日(土) 10:30-11:15 

☆ところ 本館２階集会室 

☆⼈形劇「⾛れ、マーシャ︕」上演 

☆対象 小学⽣以下とその保護者 

★⼭形市郷⼟館・⼭形市⽴図書館共同展⽰ 

「ZAO,Then&Now」ギャラリートーク 
☆と き 1 ⽉ 31 日(土) 14:00-15:00 

☆ところ 山形市郷土館（旧済⽣館本館）1 階第７展示室  

★読んでみよう︕出してみよう︕朗読⼊⾨ 要申込 
☆と き 1 ⽉ 31 日(土)10:00〜12:00 

☆ところ 本館 2 階集会室 

☆対象 一般 

★江⼾の⼭形町探検 要申込 
☆と き 2 ⽉ 14 日(土)10:00〜12:00 

☆ところ 本館 2 階集会室 

☆対象 一般 

★2025 市⺠の出版物展 
☆と き ２⽉ 14 日(土)〜3 ⽉ 22 日(日) 

 9:30-17:00(休館日除く) 

☆ところ 本館 2 階展示ホール  

★絵本とわらべうたの広場〜春の巻〜 
☆と き 3 ⽉ 1 日(日) 10:30-11:00 

☆ところ 本館 2 階集会室  

☆対象 ２〜４歳 

 

図書館ＨＰは 

こちらから 
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山形市⽴図書館 
 

 

    

 
 
 
 
 

 

一年でもっとも寒い季節がめぐってきました。時間も凍ってしまいそうな季節です。それでもこの季節は人

びとに静かで味わい深い読書の時間を与えてくれます。 山形市立図書館では、冬のあいだ、より多くの市民

の方が読書に親しんでいただけるよう、また図書館を様々な形で活用していただけるよう冬の装いを新たに

して皆さまをお待ちしております。 

 
 

 

   

    
 

 

 

 

 

 

 図書館だより 

  

 
 

山形市立図書館では 2025 年１２月３日から電子書籍サービスを開始    

しました。 

 「電子書籍」とは、“紙”ではなく“デジタル”で提供される新しい形の本です。    

スマートフォンやタブレット、パソコンなどから利用することができます。 

 インターネットにつながれば、24時間いつでも・どこでも読書を楽しむことが   

可能です。 さらに、電子書籍ならではの使い方もあります。例えば… 

  文字を大きくする、白黒反転するなどして読みやすくする 

  複数人で同じ本を一緒に読む 

  読み上げ機能を使って、 

耳から読書を楽しむ 

 紙だけでなく、電子書籍も加わった山形市立図書館。 

 「紙の本」「電子の本」の両輪で資料の充実を図り、 

より多くの方にとって便利で・楽しい図書館を目指して

いきます。みなさんもぜひ、電子書籍サービスをご利用

ください。       （詳しい使い方は 2 ページに掲載） 

https://lib.city.yamagata.yamagata.jp/
mailto:toshokan@city.yamagata-yamagata.lg.jp


 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電子書籍の使い方はカンタン！次の４ステップで、すぐに読書が楽しめます。 

 
 

 

 

 

有効な貸出カードを持つ の方  
※５年以上ご利用がない場合、カードを一時的に無効としています。 
 該当する方は、利用に先立ち窓口でカードを有効とする手続きが必要です。 

手続きは不要です。「利用できる方」に該当すれば、いつでも・すぐに使い始められます。 

Ｉ Ｄ  例：ｙｇ１２３４５６ 

  例：ｙｇ＠１９９００１０１ 

※ＩＤ・パスワードは全て半角英数字です。パスワードは任意のものに変更できます。 

貸 出  ２点・貸出開始から３３６時間（１４日間） 

予 約 ２点・取り置きは  ７２時間（３日間） 

※予約にはメールアドレスの登録が必要です。 

 児童書のほか暮らしに役立つような本を中心に、1,000 冊程度を用意しています。さらに、      

青空文庫（著作権が切れた名作）も 10,000 冊以上利用可能です。このほか、 

 

 

など、「デジタル」の特長を生かしたものもあります。サンプルを読むことができる本もあります

ので、ぜひ一度、のぞいてみてください。 

くわしい使い方はこちら 

 

 
 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２５年１１月２３日(日)、市民講座「よくわかる浮世絵入門～錦絵の出版事情～」を開催 

しました。講師は広重美術館（天童市鎌田）副館長の梅澤美穂さん。浮世絵の基礎知識から江戸時代

後期の出版文化まで、１時間３０分たっぷり語っていただきました。 

スタートは浮世絵の定義と作り方。そこから話を広げ、浮世絵に関わる人々や文物、そして絵の 

背景にある当時の美意識や社会構造まで幅広い内容を解説いただきました。特に、浮世絵を含む 

江戸時代の出版文化を語るうえで欠かせないのが「蔦谷
つ た や

重三郎
じゅうざぶろう

」。講座の後半では蔦屋重三郎を 

中心に、曲亭馬琴・葛飾北斎・歌川広重との関係も含め、江戸時代の出版事情を説明いただいて 

います。 

 ところで皆さん、広重と天童の関係をご存知 

でしょうか？江戸時代、天童藩が広重に肉筆画の 

製作を依頼しました。これらの作品は現在、  

「天童広重」と呼ばれています。 

 広重美術館には１５００点もの広重作品が 

所蔵されており、毎月作品を入れ替えながら展示 

されています。浮世絵版画や肉筆画、版本の実物

を間近で見ることができる貴重な施設をぜひ 

訪ねてみたいものです。 

図書館では毎月・毎年、様々なイベントを行っています。クリスマス直前の１２月２０日（土）、   

この日は３つのイベントが行われました。その様子をお伝えします。 

 

 ききみみの会さんによる 

語り。大人向けに、方言で 

山形を中心とする昔話を 

語りました。 

 演奏は山形市役所ウインド

アンサンブルさん。たくさ

んの親子連れがクリスマス

にちなむ曲を楽しみました。 

 森俊樹さんによる、英語

での読み聞かせ。「かさじぞ

う」などおなじみのお話と歌

を英語で楽しみました。 


